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Ｎ
Ｔ
Ｔ
株
主
総
会
（
19

日
）。「
今
年
も
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
た
」

「
株
式
分
割
で
若
い
株
主

が
増
え
た
」「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
へ
の

　

あ
ま
り
に
も
横
暴
な
ト

ラ
ン
プ
関
税
、
軍
事
費
で

は
倍
増
、
さ
ら
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
３
％
＝
18
兆
円
へ
の
増

額
と
い
う
異
常
な
要
求
を

日
本
は
い
ま
ア
メ
リ
カ
か

ら
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
、

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

問
わ
れ
る
日
本
の
進
路

「
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り
」
で
い
い
の
か

　

大
軍
拡
を
や
め
、
平
和
の
自
主
的
外
交
を

略
を
容
認
し
、
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ガ
ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ

イ
ド
を
応
援
。
こ
ん
な
国

連
憲
章
、
国
際
人
道
法
を

踏
み
つ
け
る
ア
メ
リ
カ
と

運
命
共
同
体
で
い
い
の
か
、

こ
ん
な
ア
メ
リ
カ
の
も
と
、

海
外
で
米
軍
と
と
も
に
戦

争
す
る
国
に
し
て
い
い
の

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
朝
日
」の
世
論
調
査
で

「
な
る
べ
く
自
立
し
た
方

が
良
い
」
は
68
％
に
の
ぼ

り
ま
し
た
（
図
）。

人
に
対
し
て

　

４
月
末
、
超
党
派
の
国

会
議
員
団
が
中
国
を
訪
問
。

参
加
し
た
共
産
党
の
志
位

和
夫
議
長
は
、
中
国
の
代

表
を
前
に
し
て
、「
日
本
と

中
国
は
２
０
０
８
年
の
首

脳
会
談
で
『
互
い
に
脅
威

と
な
ら
な
い
』
と
合
意
を

し
て
い
る
。
双
方
が
合
意

に
ふ
さ
わ
し
い
行
動
を
取

る
べ
き
だ
」
と
発
言
。
ま

た
台
湾
の
人
た
ち
の
民
意

を
武
力
で
脅
す
、
武
力
を

使
う
、
こ
れ
は
や
っ
て
は

だ
め
だ
、
戦
争
に
し
て
は

駄
目
だ
と
発
言
し
ま
し
た
。

　

言
う
べ
き
こ
と
は
き
っ

ぱ
り
言
い
つ
つ
両
国
関
係

を
前
に
動
か
す
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
と
ら

え
て
対
話
を
続
け
る
外
交

努
力
を
日
本
共
産
党
は
野

党
と
し
て
も
行
っ
て
い
ま

す
。

一
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

イ
ラ
ン
へ
の
無
法
な
先
制

攻
撃
に
始
ま
っ
た
両
国
の

交
戦
が
続
く
な
か
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
イ
ラ
ン
攻
撃

を
検
討
し
て
い
る
と
報
じ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
は

イ
ラ
ン
攻
撃
を
や
め
よ

　
共
産
党 

志
位
議
長
が
談
話
（
19
日
・
要
旨
）

な
武
力
の
行
使
は
、
国
連

憲
章
と
国
際
法
に
明
確
に

違
反
す
る
と
と
も
に
、
中

東
地
域
と
世
界
の
平
和
と

安
定
に
深
刻
な
打
撃
を
与

え
る
も
の
と
な
り
、
絶
対

に
許
さ
れ
な
い
。

一
、
と
り
わ
け
、
核
施
設

へ
の
攻
撃
は
断
じ
て
容
認

で
き
な
い
。
外
交
的
・
平

和
的
解
決
こ
そ
が
、
核
問

題
の
唯
一
の
解
決
の
道
で

あ
る
。

一
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
、
ガ

ザ
で
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
、

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
で
の
暴

力
的
な
入
植
と
占
領
の
拡

大
、
無
法
な
イ
ラ
ン
攻
撃

の
根
本
に
は
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
の
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ネ

タ
ニ
ヤ
フ
政
権
へ
の
軍
事

的
・
政
治
的
支
援
が
あ
る
。

米
国
に
対
し
、
イ
ス
ラ
エ

ル
へ
の
支
援
の
立
場
を
根

本
的
に
見
直
す
こ
と
を
強

く
求
め
る
。

一
、
日
本
政
府
は
イ
ス
ラ

エ
ル
は
も
と
よ
り
、
米
国

に
対
し
、
自
制
と
国
際
法

順
守
を
強
く
求
め
る
べ
き

で
あ
る
。
戦
争
拡
大
を
防

ぐ
た
め
毅
然
と
し
た
外
交

姿
勢
を
貫
く
べ
き
で
あ
る
。

（
全
文
は
共
産
党
HP
で
ご

覧
下
さ
い
）

　

日
本
共
産
党
は
、「
東
ア

ジ
ア
平
和
提
言
」
を
掲
げ
、

軍
事
対
軍
事
の
悪
循
環
を

も
た
ら
す
大
軍
拡
で
は
な

く
、
憲
法
９
条
の
立
場
で

紛
争
を
戦
争
に
し
な
い
外

交
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

　「
中
国
に
き
っ
ぱ
り

言
っ
て
く
れ
よ
」
と
い
う

社
名
変
更
が
正
式
に
承
認

さ
れ
た
」「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

ル
ー
プ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
は

そ
の
ま
ま
使
う
」「
取
締
役

に
外
国
人
が
１
人
入
っ

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

25
日
に
２
０
２
５
年
度

夏
季
特
別
手
当
支
給
。「
評

価
反
映
部
分
が
支
払
額
の

30
％
も
あ
る
。
評
価
は
公

平
・
公
正
に
し
て
ほ
し
い
」

「
夏
季
手
当
の
支
給
は
助

か
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の

物
価
上
昇
で
あ
り
が
た
み

が
薄
れ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

５
月
の
消
費
者
物
価
指
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数
、前
年
同
月
比
３
・
７
％

ア
ッ
プ
。「
コ
メ
類
は
上
昇

率
が
過
去
最
高
を
更
新
し
、

初
め
て
前
年
の
２
倍
を
超

え
た
」「
せ
め
て
消
費
税
を

５
％
に
下
げ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ

ラ
ン
へ
の
先
制
攻
撃
。「
G7

の
声
明
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を

擁
護
し
て
い
る
。
国
際
法

間
に
わ
た
っ
て
運
転
で
き

な
っ
た
」「
電
力
供
給
装
置

が
故
障
し
て
機
器
の
冷
却

が
で
き
な
く
な
り
、
高
温

保
護
機
能
が
作
動
し
た
と

の
こ
と
」「
原
因
究
明
し
て

対
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

大
リ
ー
グ
、
大
谷
翔
平

選
手
“
二
刀
流
”
復
活
。

「
２
シ
ー
ズ
ン
ぶ
り
の
先

発
登
板
で
、
１
イ
ニ
ン
グ

投
げ
た
」「
一
方
、佐
々
木

朗
希
選
手
は
離
脱
長
期
の

見
通
し
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

プ
ロ
野
球
セ
・
パ
交
流

戦
。「
今
年
は
、
パ
・
リ
ー

グ
が
強
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

を
一
方
的
に
破
り
先
制
攻

撃
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
は
非

難
さ
れ
る
べ
き
な
の
に
」

「
核
関
連
施
設
へ
の
攻
撃

で
、
広
島
被
団
協
は
強
い

憤
り
と
深
い
悲
し
み
を
禁

じ
得
な
い
と
の
談
話
を
発

表
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

東
北
新
幹
線
で
試
験
運

転
中
の
新
幹
線
が
走
行
で

き
な
く
な
っ
た
。「
東
京
・

仙
台
間
の
上
下
線
で
５
時

　

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
野

球
選
手
ら
５
人
が
オ
ン
ラ

イ
ン
カ
ジ
ノ
賭
博
で
書
類

送
検
。「
残
念
な
こ
と
だ
。

球
団
は
教
育
を
徹
底
し
て

ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

連
日
の
猛
暑
。「
ま
だ
６

月
だ
と
い
う
の
に
甲
府
で

38
・
２
度
を
記
録
し
た
」

「
練
馬
は
35
・
２
度
だ
っ

た
。
暑
い
の
で
外
出
は
控

え
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ヤ
マ
モ
モ
の
実
が
赤

く
色
づ
き
、
な
か
に
は
熟

れ
て
地
面
に
落
ち
て
く

る
」「
ビ
ワ
の
実
が
た
く
さ

ん
成
っ
て
い
る
」

　日本共産党は５日、参院選政策を発表しました。
　田村智子委員長は、国民の切実な願いを実現しよ
うとすれば、自民党政治の大本にある「財界中心」

「アメリカ言いなり」にメスを入れる改革が必要だと
指摘、共産党の躍進を訴えました。

「物価高騰から暮らしを守り、
平和で希望がもてる新しい日本を」

日本共産党が参院選政策発表

　

石
破
首
相
は
「
法
人
税

や
所
得
税
な
ど
の
直
接
税

は
、
税
収
が
不
安
定
で
社

会
保
障
の
財
源
に
は
適
切

で
な
い
」
と
消
費
税
減
税

を
拒
否
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
共
産
党

の
小
池
書
記
局
長
は
12
日

の
衆
院
予
算
委
員
会
で
追

首
相
の
「
直
接
税
（
法
人
税
・

所
得
税
）
は
不
安
定
」
は
成
り

立
た
な
い

　
　
共
産
党 
小
池
晃
書
記
局
長
が
批
判

　
　
　
政
策
の
骨
子

１
、
消
費
税
の
廃
止
を
め
ざ
し
、
５
％

　
　

に
緊
急
減
税
し
ま
す

２
、
暮
ら
し
優
先
の
政
治
に
変
え
ま
す

３
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
も
と
で
の
日
米

　
　

関
係
―
―
“
ア
メ
リ
カ
言
い
な

　
　

り
”
政
治
を
あ
ら
た
め
る
と
き

４
、
気
候
危
機
打
開
へ
―
―
正
面
か
ら

　
　

取
り
組
む
政
治
に

５
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
―
―
個
人
の
尊

　
　

厳
と
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
に

６
、
裏
金
問
題
な
ど
腐
敗
政
治
を
根
本

　
　

か
ら
正
し
、
企
業
・
団
体
献
金
を

　
　

禁
止
し
ま
す

　
　

  （
全
文
は
共
産
党
HP
を
ご
覧
下
さ
い
）

が
、
リ
ー
マ
ン
以
降
の
15

年
間
は
所
得
税
・
法
人
税

の
税
収
に
大
き
な
振
れ
は

な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
、
首
相
の
言
い
分
は

成
り
立
た
な
い
と
批
判
。

「
社
会
保
障
財
源
を
消
費

税
の
み
に
求
め
る
議
論
は

や
め
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
、

消
費
税
減
税
を
主
張
し
ま

し
た
。

及
。「
所
得
税
は
１
９
９
８

年
の
定
額
減
税
実
施
時
に
、

法
人
税
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
時
に
減
収
し
た

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

令
和
カ
ラ
ク
リ
の
ぞ
き

ト
ラ
ン
プ
「（
ガ
ザ
を
）

ア
メ
リ
カ
が
所
有
す

る
」

　

イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る

ジ
ェ
ノ
ザ
イ
ド
攻
撃
が
つ

づ
く
。
な
ぜ
ガ
ザ
を
ガ
レ

キ
の
山
に
な
る
ほ
ど
破
壊

尽
く
さ
ね
ば
な
ら
な
い
か
。

　

２
０
０
０
年
に
ガ
ザ
沖

合
に
巨
大
な
天
然
ガ
ス
田

が
見
つ
か
っ
た
。
こ
れ
に

触
手
を
伸
ば
し
た
の
は
イ

ス
ラ
エ
ル
だ
け
で
は
な
い
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
ガ
ザ

地
区
を
「
ア
メ
リ
カ
が
所

有
す
る
」
と
言
う
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
や
グ
リ
ー
ン
ラ
ン

ド
の
鉱
物
資
源
の
権
益
を

ね
ら
う
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
。

ガ
ザ
の
住
民
を
追
い
出
せ

ば
天
然
ガ
ス
権
益
の
確
保

に
成
功
す
る
。

　

宗
教
対
立
だ
け
で
な
く
、

強
慾
な
野
望
が
見
え
隠
れ

す
る
。（
Ｈ
）


